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序

　経営者でも勤め人でも、やる気の有無にかかわらず、やるべきこ

とを確実にやりきる力があれば、成功を手にする可能性は高くなる。

成功したいと真剣に考えている人にとって、決意を実行に移す力こ

そ最も価値のある資質であることは疑いようもない。

　なかには決意を実行に移すのが生まれつき得意な人もいる。ごく

まれには、そんな天賦の才能を発揮しつづけ、まさに「生産性マシ

ン」と呼べる人も。こうした人は、決意を固めてから実行するまで

にまったく間を置かない。何かをすると決めたら、実行あるのみだ。

そこに、やりたいとかやりたくないとかいう気持ちは関係しない。

　では、その他大勢のように、決意がくじけてしまう場合はどうし

たらいいのだろうか？ 決意をすぐに実行に移せる本能を持っていな

い人は？ 成功を望んでいる人のほとんどに言えるように、しなけれ

ばいけないと思うことがあってもそれを先延ばししてしまったり、

熱意ややる気が湧かなくて失敗したり、まったく手を着けられなか

ったりするような場合は？

　そういうときはどうすればいいのだろうか？ しなければいけない

と頭ではわかっているのにやる気が起きないようなことを実行する

方法はあるのだろうか？ 思いどおりには成功できない運命なのだと

諦めるしかないのだろうか？

　本書の著者であるレヴィンソンとクーパーは、こうした疑問に明

快に答えている。鉄の意志を持った生まれつきの成功者でないから

4



といって、諦めなければならないわけではないと彼らは言う。

　決意を実行に移して成功を得る力は、誰でも身につけ向上させる

ことができるのだ。脳を移植したり、人格を取り替えたり、セラピ

ーを何年も受けたりする必要はない。シンプルだが見落としやすい

原則、コンセプト、教訓、戦略を学んで実践し、最後までやりきる

力を磨く方法を知るだけでいい。

　本書を読んで自分がどう変わるかを想像すれば、ワクワクしてく

るはずだ。嫌でたまらないが成功するためには避けて通れないこと

をやりとげられるようになったら、これまでとはまったく違う世界

が開けるだろう。

　先延ばし癖がすでに染みついてしまっている人も、そのために最

大限の成果を得られていない人も、これからは悩まなくてすむよう

になる。あれこれ考えるばかりで計画に着手できないということは

なくなり、完璧にできないのが怖くて足を踏み出せないということ

もなくなる。

　成功したいと真剣に思っているなら、そのために必要と決めたこ

とをやり通せるようになる！ 自分の未来にとってこれほどすばらし

い投資はほかにないと私は思う。

アイヴァン・マイズナー博士

世界最大級の異業種交流組織 BNI 創立者、ベストセラー著者
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はじめに

自分で商売を営んでいるか雇われているかにかかわらず、この本

を手にとったあなたは、仕事をたくさん抱えていることだろう。そ

して残念ながら、その仕事の大部分にはあまり興味を感じていない

かもしれない。本当にやりたいと思える仕事に比べると、できれば

やりたくないと感じる仕事のほうがかなり多いものだ。

しかし、あたりまえのことだが、成功するためには好きなことだ

けをしているわけにはいかない。やりたくないことにも手を着けな

ければならない。

やると決めたからには嫌いな仕事にも本気で取り組むつもりだ、

と鼻息の荒い人もいるだろう。

だが、実際にそうしているだろうか？ 最後までやりとげている

だろうか？

見栄を張らずに、正直に答えてほしい。

何かを最後までやりきるというのはなかなかできないことで、そ

れは大きな問題だ。そうなれば自分で自分の足を引っぱり、本来手

に入れられる成功に手が届かなくなってしまう。

そう言いきる私たち著者の自己紹介をしておこう。

レヴィンソンは発明家、起業家、CEO でもある臨床心理士で、

決意を行動に移す方法の指導を専門にしている。クーパーは自分を

「ビジネス・エレベーショニスト」つまり事業活性化のエキスパー
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トと呼び、さまざまな企業で経営幹部を務めた経験を生かしなが

ら、コンサルタント、経営者を対象としたメンターあるいはコーチ

として、業績改善の手助けをしている。

ふたりとも雇われの身と経営者の両方を経験しているので、読者

のみなさんと気持ちを共有できると思う。

やるつもりのあることをなんでも実行できる能力がどれほど重要

かを、私たちは苦労しながら学んだ。「最後までやりきる力」を完

全に身につけるまでには、何度も失敗を繰り返した。それは正直な

ところ、面白い経験とは言えなかった。

また、私たちは目標達成のためのコンサルタントとして、成功す

るために欠かせないと頭ではわかっている作業を嫌々ながら苦しみ

ながらやっているクライアントを大勢見てきた。気分が乗らなくて

結局手を着けずにいるというクライアントも多い。

だが一方で、そうしたクライアントが決意を行動に移す方法をし

っかりと学び、すばらしいことをなしとげるところも何度となく目

撃してきた。

私たちがこの本を書いたのは、成功するために不可欠な要素なの

に驚くほど見過ごされがちな「最後までやりきる力」に注目してほ

しいという一心からだ。この能力はとても重要で、かならず身につ

けられる、ということが世間であまり知られていない状況に不満す

ら感じている。

本書の目的はシンプルだ。仕事で最大限の成功を収められるよう
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に、決意を行動に移す方法を伝授することである。

この本には次の 2 つの前提がある。

１　やらなければいけないとわかっていることを、やりたいと思え

ないときでも実行できるようになれば、仕事やキャリアでより

大きな成功を収めることができる。

２　単純だが強力なコンセプトと戦略をいくつか学んで実践するこ

とにより、やりとげる力は劇的に伸ばせる。

読みはじめる前に

この本が読者の方々にとって今後の成功に大いに役立つと私たち

は信じている。ただし、読みはじめる前に知っておいてほしいこと

がある。それは途中で不快な思いをするかもしれないということ

だ。なぜなら、この本には甘いことはいっさい書いていないから

だ。気づかないうちに常識だと思い込んでいるものをきっぱり否定

することもある。物事をやりとげる能力に乏しい人は成功のチャン

スを逃しているという事実も遠慮なく指摘する。また、とにかく頑

張ればいいんだよなどと言い張る人には、意識を変えてもらう。必

要なのはそんなふうに虚勢を張ることではなく、やりたくないこと

も実行しつづけるように自分を押したり、引いたり、急かしたり、

だましたり、強制したりすることだ。その理由はこの本に書いてあ

る。

もちろん、どうすればそれができるのかも。
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本書の使い方

読者のみなさんはきっと忙しいことと思う。そこで、読むために

割ける時間と労力に合わせて、誰でも学びを得られる本になるよう

努めた。

時間と興味のある方には、ぜひ通読していただきたい。

PART 1 では、物事をやりとげるのがなぜ難しいのか、そしてな

ぜ重要なのかを説明し、あとで紹介する実践的なアドバイスを理解

するための基礎を提供する。

各 CHAPTER の最後には、決意を行動に移す方法を考える際の

手がかりをまとめた。

「最後までやりきる力」を強化する具体的なヒントが早く知りたい

場合は、そうした基礎を飛ばして PART 2 から読みはじめるとよ

い。PART 1 にはいつでも戻って読むことができる。

初めて読んだときにどのような感想を持つかわからないが、折に

触れて繰り返し読んでもらえればと思う。決意を行動に移すことを

もっと意識するようになれば、きっと読み返すたびに新しい発見が

あるはずだ。
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